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ラ ン ビ ル 国 立 公 園 に お け る 生 物 多 様 性 研 究
中 静 透 ( 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
ラ ン ビ ル 国 立 公 園 は 、 古 く か ら 英 米 の 研 究 者 に よ る 森 林 研 究 が 行 わ れ て き
た が 、 1990 年 頃 よ り 、 日 本 の 研 究 者 も 関 わ っ た 研 究 が 行 わ れ る よ う に な っ た 。
5 0 ヘ ク タ ー ル の 長 期 大 面 積 プ ロ ッ ト に よ る 樹 木 群 集 の 研 究 と 、 林 冠 研 究 、 荒
廃 林 の 修 復 な ど が 主 要 な テ ー マ で あ る o
京 都 大 学 生 態 学 研 究 セ ン タ ー の 故 井 上 民 二 を 中 心 と す る グ ル ー プ は 、 そ の
中 で も 林 冠 研 究 を 中 心 と し て 関 わ り 、 成 果 を あ げ て き た 。 現 在 、 タ ワ ー (2
基 ) 、 ウ オ ー ク ウ ェ イ ( 全 長 3 0 0 m ) 、 林 冠 ク レ ー ン ( 高 さ 8 0 m 、 ア ー ム 7 5
m ) な ど 多 様 な 林 冠 ア ク セ ス シ ス テ ム を 有 す る 研 究 ス テ ー シ ョ ン と し て 整 備
さ れ つ つ あ る D 宿 舎 も 故 井 上 夫 人 の 寄 贈 に よ り 完 成 し た 。
現 在 の 研 究 は 、 原 生 林 の 林 冠 を 中 心 と し た 生 物 多 様 性 お よ び 生 物 間 相 互 作
用 研 究 、 熱 帯 林 の ガ ス 交 換 お よ び 炭 素 水 収 支 、 リ モ ー ト セ ン シ ン グ な ど 多 岐
に 渡 っ た 研 究 が 戦 略 的 基 礎 研 究 に よ っ て 維 持 さ れ て い る o ま た 、 村 落 の 社 会
学 的 研 究 (市 J1 ) や 伐 採 に よ っ て 孤 立 化 し た 森 林 の 動 態 ( 大 久 保 ) な ど も ラ
ン ビ ル 周 辺 で 行 わ れ て い る 。 最 近 で は 、 ラ ン ビ ル だ け で な く 奥 地 の 村 落 で の
住 民 の 生 物 利 用 ( 金 沢 ) 、 伐 採 現 場 で の 樹 木 と 送 粉 者 の 相 互 作 用 系 の 変 化
( 鮫 島 ) や 伐 採 後 の 遷 移 と 樹 木 - 食 植 者 相 互 作 用 系 の 変 化 ( 黒 } l 1 ) な ど に も 研
究 が 広 が っ て い る 。
研 究 会 で は 、 私 が ラ ン ビ ル を 中 心 と し た 研 究 の 概 要 を 述 べ 、 百 瀬 さ ん に 生
物 間 相 互 作 用 、 吉 村 さ ん に マ ル チ ス ケ ー ル で の ア プ ロ ー チ と 研 究 ツ ー ル 、 金
沢 さ ん に 文 化 的 側 面 を 述 べ て い た だ く 予 定 で あ る O
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